




輪島港復旧・復興プラン

北陸地方整備局 石川県 輪島市
令和７年６月９日策定

（令和８年１月３０日変更）
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第１回検討会 (令和6年5月24日) ・現状と課題の把握、「短期の復旧方針(案)」の検討

第２回検討会 (令和6年7月5日)
・「短期の復旧方針(仮称)」のとりまとめ
・「中長期の復興プラン」の検討

第３回検討会 (令和6年10月25日) ・「中長期の復興プラン(骨子案)」の検討

第４回検討会 (令和7年3月21日) ・「中長期の復興プラン(案)」のとりまとめ

「短期の復旧方針」の策定・公表（令和６年７月１２日）

「輪島港復旧・復興プラン」の策定・公表（令和７年６月９日）

˲ᾁ ІϾЅв˔иˢᾁ ᵓᵫ℗ם ˣ˳

第５回検討会 (令和8年1月19日) ・「輪島港復旧・復興プラン」の変更（案）の検討

「輪島港復旧・復興プラン」の変更・公表（令和８年１月３０日）
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【輪島港の概要】

・船舶を安全に避難し、停泊する、全国３６ある避難港の１つとして重要な役割を担って

いる。

・市街地部には、マリンタウンが整備され、クルーズ船が寄港する旅客船岸壁や観光施設

   であるキリコ会館、イベントなどを催す観光交流施設、マリーナなどが配置され、

大規模災害時は、防災拠点としての機能を有する能登地域の核となる港となっている。

・県内最大の漁船数、漁獲量を誇る水産基地を有している。

ṕ Ṗ

4



─ ≤

5

【輪島港の被害状況】

① マリンタウン岸壁の海底隆起により、係留施設の水深が不足。
①-2 岸壁及び背後用地が液状化により地盤が緩み、船舶の利用が制限されている状況。
② 漁船だまりの海底隆起により、泊地の水深が不足。係留施設も被災し、漁業活動が困難な状況。
③  第4・第6防波堤の被災により、港内の静穏性が低下。避泊域が確保されていない状況。
④ 港湾工事の基地となっていた作業ヤードの護岸が被災し、復旧工事に制約が生じている状況。



課題①（係留施設の利用）

マリンタウン岸壁の復旧

地震後のマリンタウン岸壁前面水深

水深7.5m以下範囲
水深6m
ライン

水深7m
ライン

水深8m
ライン

支援物資輸送船接岸状況
（令和6年1月10日撮影）

マリンタウン岸壁の被災状況
（令和6年1月10日撮影）

マリンタウン岸壁へのクルーズ船接岸状況

マリンタウン岸壁
（水深7.5m、L=220m ）

マリンタウン岸壁の位置図

邦船クルーズ船 諸元

船 名 船長 必要水深

ぱしふぃっくびいなす 183m 7.5m

にっぽん丸 167m 7.5m
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¸ 今回の地震を踏まえ、地元関係者からは、大規模災害発生時に緊急物資等の受
⼊機能を確保出来るよう、岸壁の強靱化が強く望まれている。

¸ また、「新たなまちへの再生」に向け、地元関係者から、クルーズ船受け⼊れ
を通じた賑わいの再興のためにも、マリンタウン岸壁の早期復旧を強く望まれ
ている。

¸ ⼀方で、本岸壁(水深7.5m)の復旧にあたっては、周辺仮設住宅の生活環境への
配慮も含め、復旧工法の工夫が必要。

¸ さらに、地盤隆起により浅くなった泊地水深を発災前の7.5mで再度確保するた
めには、大量の浚渫⼟砂が発生することから、⼟砂処分場所の確保が不可⽋。

─ ≤



¸ 「地域を支える生業の再興」の観点から、漁業関係者から、原位置における漁
船だまりの早期復旧が強く望まれている状況。

¸ 上記の実現にあたっては、地盤隆起により隆起した物揚場からの漁船への乗降
や、円滑な荷捌きが可能となるよう、利用者のニーズに寄り添った復旧が必要。

¸ また、当該地区の港湾施設の被害は広範囲にわたることから、復旧に⼀定程度
の時間を要することが想定されることから、段階的かつ効率的な復旧が必要。

¸ 港内水深(3m～4m)を再度確保するためには、大量の浚渫⼟砂が発生すること
から、⼟砂処分場所の確保が不可⽋。

課題②（漁業者への影響）

漁船だまりの復旧

漁船だまり

漁船だまりの位置図

地震後の物揚場の状況
（令和6年1月9日撮影）

漁船だまりの浅部箇所 物揚場の高さに高さ合わせた応急対策
（仮桟橋設置）
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課題③（港内の静穏性）

第４・第６防波堤の復旧

¸ 輪島港では、荒天時に輪島港沖を航行する船舶の避難の観点から、従
前より、第4・第6防波堤の整備が進められてきたところ。

¸ 今般の地震で第4・第6防波堤が被災し、港内静穏性が低下したことを
受け、避難船舶の利用に支障が生じ、輪島港沖における航行安全への
支障が懸念されることから、早期に港内への波浪の遮断(＝静穏度の確
保)が必要。  

課題④（復旧工事の制約）

港湾工事作業ヤード
¸ 発災前、港湾工事の作業ヤードとして活用していた敷地の護岸が被災するとともに、ヤードで液状化被

害が発生。今後、円滑に復旧工事を進める為には消波ブロックの製作や資機材の搬⼊場所が必要となる
ことから、これまで以上の作業ヤード面積が必要。

消波ブロック沈下

消波ブロック沈下

写真①

写真②

写真①

写真②

第４防波堤の被災状況
（令和6年1月9日撮影）

第６防波堤の被災状況
（令和6年1月9日撮影）

作業ヤード利用状況
（令和6年1月4日撮影）

防波堤・作業ヤード位置図

第４防波堤

港湾工事
作業ヤード
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護岸損傷

避難港としての利用状況

消波ブロック沈下
消波ブロック沈下
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～輪島港の早期機能復旧を通じた生業再建を最優先事項とし、
原位置における段階的かつ効率的な復旧を目指す～

11

【2-2 マリンタウン（岸壁-7.5m）】
・既設岸壁前面を活用した構造を検討
（隆起した既存の岸壁天端高さは変えない）

【2-4 作業ヤード、ボートパーク】
・漁船だまりの浚渫土砂を一部受け入れ
（埋立後は、漁業共同利用施設を移転・集約）

・ボートパークは、一旦廃止
（中長期的に代替機能検討）

【2-3 マリンタウン（泊地-7.5m）】
・発生する浚渫土砂を塚田川右岸側に受け入れ

【2-5 第4防波堤】
・消波ブロック復旧

【2-5 第6防波堤】
・消波ブロック復旧

【2-1 漁船だまり（物揚場-3.0ｍ～-4.0ｍ）】
・原位置復旧
・共同利用施設周辺から優先的に
段階的に浚渫を行いながら復旧

【2-1 漁船だまり（泊地-3.0ｍ～-4.0m ）】
・海士地区から段階的に浚渫

【2-4 緑地護岸】
・緑地機能は維持。親水護岸は用途を
見直し(平面利用（現況護岸高さを変えない))

【2-3 マリンタウン（泊地-7.5m）】
・発生する浚渫土砂を第四防波堤の背後
に受け入れ（浅場造成）

【短期復旧方針の基本的な考え方】

〇これまでに前例がない地盤隆起や、日本海の冬期風浪等における厳しい条件下での
復旧・復興が必要となることから、段階的に供用させながら復旧を実施する。

〇復旧については、早期の生業、賑わいの再生に向け、「原位置」での復旧を進める。

〇短期復旧期間については概ね２～３年の完了を目標とし取り組む。

※方針図については、今後の関係機関との調整や詳
細設計に伴い、位置・形状等が変更となる場合があ
ります。
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漁船だまり
（地震による隆起）

マリンタウン岸壁泊地
（地震による隆起）

マリンタウン
岸壁

河原田川

マリンタウン岸壁泊地
（豪雨による河川から

の土砂流入）
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復興に向けた４つの柱と施策
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χθϛχ ӽᶎ
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②漁船だまりの機能の再編(多層係留の解消）
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※今後の輪島港や輪島市を取り巻く情勢の変化に
よって計画の見直しを行う場合があります。
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